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非履歴性残留磁化異方性から粒径ごとの磁鉄鉱ファブリックを読み解く－北上山
地、五葉山花崗岩体の例－

Multiple magnetic fabrics revealed by anisotropy of partial anhysteretic remanent
magnetization in the Goyo granite, NE Japan
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 非履歴性残留磁化異方性を用いて花崗岩の組織を解読する目的で、新たな磁気異方性計測システムの開発を
行った。近年花崗岩ファブリックの研究には、野外での片理解析や偏光顕微鏡による薄片観察などの基礎的な手
法に加え、帯磁率異方性を用いた全岩の磁性鉱物の異方性解析が広く用いられている。これに対して、非履歴性
残留磁化（ARM: anhysteretic remanent magnetization）の異方性は強磁性鉱物特有の磁気異方性である。また、
強磁性鉱物の保磁力が粒径に依存することを利用すると、異なる消磁段階で部分的に着磁される ARM（部分 ARM）
は、試料中に含まれる強磁性鉱物の粒径ごとの異方性を表すことができる。今回新たに開発した磁気異方性の測
定システムは、この部分非履歴性残留磁化の異方性を測定し、花崗岩に含まれるマグネタイトなどの強磁性鉱物
の統計的な配列を粒径ごとに読み取ることができるので、同一試料からより多くの情報を引き出すことを可能に
する。

 われわれが構築したシステムは、コンパレータ機能付き電流計（横川電気製 WT200）を交流消磁装置（夏原技
研社製 DEM95）に組み込み、消磁磁場中の任意の交流磁場範囲で直流磁場を作用させ、部分 ARM を着磁できるシ
ステムである。さらに、その異方性を効率的に測定するために、対角成分を考慮した専用の着磁トレイを作成し、
異なる 7方向に部分 ARM を着磁して異方性を計算した。マグネタイトの保磁力は粒径のべき乗に依存するので、0
－3mT の交流磁場中で与える部分 ARM は試料中の多磁区領域のマグネタイトだけを磁化し、3－15mT では擬似単磁
区領域のマグネタイトだけを、15－60mT では単磁区領域のマグネタイトだけを磁化する（最大消磁磁場：150mT）。
したがって、われわれの部分非履歴性残留磁化異方性測定システムは、花崗岩中の強磁性鉱物の粒径に依存した
選択配向を読み取ることができる。今回、北上山地の五葉山花崗岩体に対してこの測定システムを適用した。ま
た、同一試料の帯磁率異方性と部分非履歴性残留磁化異方性との比較、検討を行った。

 五葉山花崗岩体は北部北上帯と南部北上帯の境界に位置し、早池峰帯および早池峰東縁断層を貫いている。
岩体の主要部は、周縁部の中粒アダメロ岩～トーナル岩（吉浜型）と中心部の中粒～やや細粒トーナル岩（大窪
山型）、および南部に分布する斑れい岩類に大別できる。平均帯磁率もそれぞれの岩相で異なり、吉浜型は
0.001(S.I)のオーダーで常磁性鉱物に特有な値を示すのに対し、大窪山型や斑れい岩は 0.01 (S.I)のオーダーで、
強磁性鉱物と関連した高い値を示す。いずれの岩相においても露頭で明瞭な面構造を識別することは難しい。帯
磁率異方性を用いた組織解析では、多くの試料が NNW-SSE 方向の高角な面構造を示した。この方向は、岩体の北
部に露出する変成岩の片理や早池峰帯にそって分布する早池峰東縁断層の走向とほぼ一致する。また、帯磁率異
方性から求められた線構造は、吉浜型と南部の斑れい岩ではほぼ垂直であるのに対し、大窪山型では比較的低角
である。さらに、帯磁率異方性と部分 ARM とを比較した結果、両者は異なる配向性を示すことが明らかとなった。
このことは、試料中の角閃石、黒雲母などの常磁性鉱物と強磁性の磁鉄鉱とが異なる選択配向をもっていること
を示唆している。


